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(57)【要約】
【課題】変化するバックライト部の輝度に合わせて、映
像信号のレベルに対応した最適な電圧を、液晶容量の画
素電極－対向電極間に印加できる液晶表示装置、液晶表
示装置の駆動方法、及び、電子機器を提供する。
【解決手段】バックライト部の輝度を検出部で検出し、
当該検出部の検出結果に基づく制御部による制御の下に
、画素毎に設けられる画素電極と画素共通に設けられる
対向電極との間に印加される電圧を、バックライト部の
輝度の検出結果に応じて制御し、変化するバックライト
部の輝度に合わせて、映像信号のレベルに対応した最適
な電圧を画素電極－対向電極間に印加するようにする。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックライト部の輝度を検出する検出部と、
　画素共通に設けられる対向電極の電圧を、前記検出部の検出結果に応じて制御する制御
部とを備える液晶表示装置。
【請求項２】
　前記画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原
色を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から成る請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第４副画素は、白色を表示する白色表示副画素である請求項２に記載の液晶表示装
置。
【請求項４】
　前記バックライト部の輝度は、前記画素電極に与えられる映像信号のレベルに応じて変
化する請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記検出部は、前記映像信号のレベルから前記バックライト部の輝度を検出する請求項
４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記検出部の検出結果に応じて、前記対向電極に印加されるコモン電圧
を制御する請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記画素は、前記画素電極に前記映像信号を与える画素トランジスタを有し、
　前記バックライト部の輝度が変化するときの最大値／最小値での前記画素トランジスタ
のリーク電流値の差をΔＩphoto［Ａ］、１フレーム期間をＴf［sec］、画素容量をＣpic

［Ｆ］、前記コモン電圧のＤＣ値とフリッカ率の最大傾きをＳ［％／Ｖ］、フリッカが最
小になる前記コモン電圧でのフリッカ率をＦ［％］、フリッカ率の規格をＬ［％］とする
とき、
　　ΔＩphoto×Ｔf／Ｃpic×Ｓ＋Ｆ＞Ｌ
となる請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記検出部の検出結果に応じて、前記映像信号の信号レベルを制御する
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　バックライト部の輝度を検出し、
　画素共通に設けられる対向電極の電圧を、バックライト部の輝度の検出結果に応じて制
御する液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　バックライト部の輝度を検出する検出部と、
　画素共通に設けられる対向電極の電圧を、前記検出部の検出結果に応じて制御する制御
部とを備える液晶表示装置を有する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、液晶表示装置、液晶表示装置の駆動方法、及び、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置では、液晶に同極性の直流電圧が印加され続けることによって液晶の比抵
抗（物質固有の抵抗値）等が劣化するのを防ぐために、画素に共通の電極（対向電極／共
通電極）と画素電極との間に印加される電圧の極性を一定周期で反転させる、所謂、交流
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駆動が行われる。
【０００３】
　交流駆動において、一定周期を例えばフレーム周期とするフレーム反転駆動を行うと、
画素電極の電圧が対向電極の電圧よりも大きいフレームと、画素電極の電圧が対向電極の
電圧よりも小さいフレームとで光の透過率が異なる。これにより、液晶パネル（液晶表示
装置）の表示輝度がフレーム毎に変動するため、画質を低下させる一因となる画面のちら
つき、所謂、フリッカが生じる。
【０００４】
　一方、交流駆動は、対向電極（共通電極）に印加されるコモン電圧Ｖcomを基準として
極性が反転する矩形波の電圧を画素電極に印加することによって行われる。このコモン電
圧Ｖcomは、液晶パネル（液晶表示装置）の製造工程において、例えば交流駆動に起因し
て発生するフリッカが最小になるように、最適な電圧値（最適値）に調整される。
【０００５】
　ところが、液晶パネルの製造工程で、即ち、液晶パネルの出荷前に、コモン電圧Ｖcom

をフリッカが最小になる最適値に調整したとしても、液晶パネルの出荷後に周囲環境の変
化などにより、コモン電圧Ｖcomが最適値からずれる場合がある。このため、従来は、周
囲温度及び／又は外光強度をセンサーで検出し、その検出結果に基づいてコモン電圧Ｖco

mの電圧値を調整するようにしていた（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－２９２４９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、バックライト部の輝度を、必要に応じて変化させる場合がある。バックライ
ト部の輝度が変化することで、当該輝度によってフリッカが最小となるコモン電圧Ｖcom

の電圧値が変化することになる。しかし、センサーを用いて周囲温度及び／又は外光強度
を検出する、特許文献１に記載の従来技術では、バックライト部の輝度の変化に対応する
ことができない。
【０００８】
　そして、変化後のバックライト部の輝度が、フリッカが最小になるようにコモン電圧Ｖ

comを調整したときのバックライト部の輝度と異なる場合、コモン電圧Ｖcomの電圧値が最
適値からずれる。これにより、液晶容量の画素電極と対向電極との間に、映像信号のレベ
ルに対応した最適な電圧が印加されないことになり、フリッカ、焼きつき、その他表示む
らのマージンが小さくなる。
【０００９】
　本開示の目的は、変化するバックライト部の輝度に合わせて、映像信号のレベルに対応
した最適な電圧を、液晶容量の画素電極－対向電極間に印加できる液晶表示装置、液晶表
示装置の駆動方法、及び、電子機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するための本開示の液晶表示装置は、
　バックライト部の輝度を検出する検出部と、
　画素共通に設けられる対向電極の電圧を、前記検出部の検出結果に応じて制御する制御
部とを備える液晶表示装置である。そして、本開示の液晶表示装置は、各種の電子機器に
おいて、その表示部として用いて好適な液晶表示装置である。
【００１１】
　また、上記の目的を達成するための本開示の液晶表示装置の駆動方法は、
　バックライト部の輝度を検出し、
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　画素共通に設けられる対向電極の電圧を、バックライト部の輝度の検出結果に応じて制
御する駆動方法である。
【発明の効果】
【００１２】
　本開示によれば、対向電極の電圧をバックライト部の輝度に応じて制御するため、変化
するバックライト部の輝度に合わせて、映像信号のレベルに対応した最適な電圧を画素電
極－対向電極間に印加することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本開示の実施形態に係るアクティブマトリクス型液晶表示装置の構成の
概略を示すシステム構成図である。
【図２】図２は、基本的な画素の回路構成を示す回路図である。
【図３】図３の（Ａ），（Ｂ）は、液晶パネルの画素（副画素）の色配列を示す図である
。
【図４】図４の（Ａ），（Ｂ）は、バックライト部の輝度によってコモン電圧Ｖcomの電
圧値が最適値からずれるメカニズムについて説明する図である。
【図５】図５は、Ｖsig＞Ｖpixであっても、画素電位Ｖpixが一旦下がる方向へリークす
る様子を示す図である。
【図６】図６は、制御部による制御の下に実行される、コモン電圧Ｖcomの電圧値の制御
の処理手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本開示の技術を実施するための形態（以下、「実施形態」と記述する）について
図面を用いて詳細に説明する。本開示は実施形態に限定されるものではなく、実施形態に
おける種々の数値などは例示である。尚、説明は以下の順序で行う。
１．本開示の液晶表示装置、液晶表示装置の駆動方法、及び、電子機器、全般に関する説
明
２．実施形態に係る液晶表示装置
　２－１．システム構成
　２－２．コモン電圧Ｖcomが最適値からずれるメカニズム
　２－３．実施形態の特徴部分
　２－４．変形例
３．変形例
４．本開示の構成
【００１５】
＜１．本開示の液晶表示装置、液晶表示装置の駆動方法、及び、電子機器、全般に関する
説明＞
　本開示の液晶表示装置は、モノクロ表示対応の液晶表示装置であってもよいし、カラー
表示対応の液晶表示装置であってもよい。カラー表示対応の液晶表示装置にあっては、カ
ラー画像を形成する単位となる１つの画素（単位画素）は複数の副画素（サブピクセル）
から構成されることになる。
【００１６】
　より具体的には、カラー表示対応の液晶表示装置にあっては、１つの画素は、例えば、
第１原色（例えば、赤色）を表示する第１副画素、第２原色（例えば、緑色）を表示する
第２副画素、第３原色（例えば、青色）を表示する第３副画素の３つの副画素から構成さ
れる。また、輝度の向上を図るために、第１副画素、第２副画素、及び、第３副画素に加
え、第４の色（例えば、白色）を表示する第４副画素の４つの副画素の構成とすることが
できる。
【００１７】
　本開示の液晶表示装置は、画素が配置されて成る液晶パネルをその背面側から照射する
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照射部であるバックライト部を備える。バックライト部については、その構成を特に限定
するものではないが、例えば、ＬＥＤ(Light Emitting Diode)や蛍光管などの光源、プリ
ズムシート、拡散シート、導光板等の周知の部材を用いて構成することができる。
【００１８】
　このバックライト部の輝度を、必要に応じてダイナミックに変化させる場合がある。例
えば、輝度の向上を図るために、第４の色（例えば、白色）を含む４副画素構成を採る液
晶表示装置にあっては、第４の色を含まない３副画素構成の場合と同じ輝度でよいとした
場合、輝度を向上できる分だけバックライト部の輝度を下げることができる。バックライ
ト部の輝度を下げることによって消費電力の低減を図ることができる。従って、一例とし
て、第４の色を含む４副画素構成を採る液晶表示装置にあっては、消費電力の低減を目的
として、バックライト部の輝度を下げる方向に変化させる手法を採る場合がある。
【００１９】
 本開示の液晶表示装置は、バックライト部の輝度を検出する検出部と、当該検出部の検
出結果に応じて、画素共通に設けられる対向電極の電圧を制御する制御部とを備える。そ
して、対向電極の電圧をバックライト部の輝度の検出結果に応じて制御することで、上記
の場合のように変化するバックライト部の輝度に合わせて、映像信号のレベルに対応した
最適な電圧を画素電極－対向電極間に印加することができる。
【００２０】
　上述した好ましい構成を含む本開示の液晶表示装置、液晶表示装置の駆動方法、及び、
電子機器にあっては、白色を含む４副画素構成を採る場合において、バックライト部の輝
度を、画素電極に与えられる映像信号のレベルに応じて変化させる構成とすることができ
る。このとき、バックライト部の輝度を検出する検出部について、映像信号のレベルから
バックライト部の輝度を検出する構成とすることができる。
【００２１】
　また、上述した好ましい構成を含む本開示の液晶表示装置、液晶表示装置の駆動方法、
及び、電子機器にあっては、画素電極－対向電極間の電圧を制御する制御部について、バ
ックライト部の輝度を検出する検出部の検出結果に応じて、対向電極に印加されるコモン
電圧を制御する構成とすることができる。
【００２２】
　その際、バックライト部の輝度が変化するときの最大値／最小値での画素トランジスタ
のリーク電流値の差をΔＩphoto［Ａ］、１フレーム期間をＴf［sec］、画素容量をＣpic

［Ｆ］、コモン電圧のＤＣ値とフリッカ率の最大傾きをＳ［％／Ｖ］、フリッカが最小に
なるコモン電圧でのフリッカ率をＦ［％］、フリッカ率の規格をＬ［％］とするとき、
　　ΔＩphoto×Ｔf／Ｃpic×Ｓ＋Ｆ＞Ｌ
となるようにする。
【００２３】
　あるいは又、上述した好ましい構成を含む本開示の液晶表示装置、液晶表示装置の駆動
方法、及び、電子機器にあっては、画素電極－対向電極間の電圧を制御する制御部につい
て、バックライト部の輝度を検出する検出部の検出結果に応じて、映像信号の信号レベル
を制御する構成とすることができる。
【００２４】
＜２．実施形態に係る液晶表示装置＞
　続いて、本開示の実施形態に係る液晶表示装置である、アクティブマトリクス型液晶表
示装置について説明する。
【００２５】
［２－１．システム構成］
　図１は、本開示の実施形態に係るアクティブマトリクス型液晶表示装置の構成の概略を
示すシステム構成図である。本実施形態に係るアクティブマトリクス型液晶表示装置は、
カラー表示対応の液晶表示装置である。但し、本開示の技術は、カラー表示対応の液晶表
示装置への適用に限られるものではなく、モノクロ表示対応の液晶表示装置にも適用可能
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である。
【００２６】
　図１に示すように、本実施形態に係る液晶表示装置１は、画素１０が行列状に２次元マ
トリクス状に配置されて成る画素アレイ部（画素部）２０と、信号線駆動部３０及び走査
線駆動部４０等の周辺駆動回路部とを有する構成となっている。本例にあっては、信号線
駆動部３０及び走査線駆動部４０は、画素アレイ部２０と基板上に搭載されている。尚、
信号線駆動部３０及び走査線駆動部４０を液晶パネル５０の外部に設ける構成を採ること
も可能である。
【００２７】
　周知の通り、液晶パネル５０は、少なくとも一方が透明な２枚の基板（図示せず）が所
定の間隔をもって対向して配置され、これら２枚の基板間に液晶が封入された構造となっ
ている。そして、一方の基板には画素毎に画素電極が設けられ、他方の基板には画素共通
に対向電極（共通電極）が設けられている。
【００２８】
　画素アレイ部２０において、ｍ列ｎ行の画素配列に対し、列方向に沿って信号線２１1

～２１m（以下、単に「信号線２１」と記述する場合もある）が画素列毎に配線されてい
る。また、行方向に沿って走査線２２1～２２n（以下、単に「走査線２２」と記述する場
合もある）が画素行毎に配線されている。
【００２９】
　ここで、列方向とは画素列の画素の配列方向（即ち、垂直方向）を言い、行方向とは画
素行の画素の配列方向（即ち、水平方向）を言う。
【００３０】
　信号線２１1～２１mの各一端は、信号線駆動部３０の列に対応した各出力端に接続され
ている。信号線駆動部３０は、任意の階調を反映した映像信号の信号電圧を、対応する信
号線２１に対して出力するように動作する。
【００３１】
　前にも述べたように、液晶表示装置では、液晶に同極性の直流電圧が印加され続けるこ
とによって液晶の比抵抗等が劣化するのを防ぐために、対向電極－画素電極間に印加され
る電圧の極性を一定周期（例えば、フレーム周期）で反転させる交流駆動が行われる。
【００３２】
　この交流駆動を実現するために、信号線駆動部３０は、対向電極に印加される後述する
コモン電圧Ｖcomを基準として極性が反転する矩形波の電圧の映像信号を、信号線２１を
通して画素１０に供給する。
【００３３】
　走査線２２1～２２nの各一端は、走査線駆動部４０の行に対応した各出力端に接続され
ている。走査線駆動部４０は、信号線駆動部３０から信号線２１1～２１mに出力された、
階調を反映した映像信号の信号電圧の画素２０に対する書込み動作の制御を行う。
【００３４】
（画素の基本的な回路構成）
　ここで、画素１０の基本的な回路構成について、図２を用いて説明する。
【００３５】
　図２に示すように、複数の信号線２１（２１1，２１2，・・・，２１m）と、複数の走
査線２２（２２1，２２2，・・・，２２n）とが交差するように配線され、その交差部に
画素１０が配されている。
【００３６】
　画素１０は、例えば、薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor：ＴＦＴ）からなる画
素トランジスタ１１、液晶容量（液晶素子）１２、及び、保持容量（画素容量）１３を有
する構成となっている。画素トランジスタ１１は、ゲート電極が走査線２２（２２1，２
２2，・・・，２２n）に接続され、一方のソース／ドレイン電極が信号線２１（２１1，
２１2，・・・，２１m）に接続されている。
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【００３７】
　液晶容量１２は、画素電極とこれに対向して形成される対向電極との間で発生する液晶
材料の容量成分を意味し、画素電極が画素トランジスタ１１の他方のソース／ドレイン電
極に接続されている。液晶容量１２の対向電極には、直流電圧のコモン電圧Ｖcomが全画
素共通に印加される。保持容量１３は、一方の電極が液晶容量１２の画素電極に、他方の
電極が液晶容量１２の対向電極にそれぞれ接続されている。
【００３８】
（液晶パネルの色配列）
　先述したように、本実施形態に係る液晶表示装置１は、カラー表示対応の液晶表示装置
である。従って、図１及び図２に示す画素１０は、カラー画像を形成する単位となる１画
素を構成する複数の副画素の各々に対応することになる。因みに、モノクロ対応の液晶表
示装置の場合には、図１及び図２に示す画素１０がモノクロ画像を形成する単位となる１
画素に対応することになる。
【００３９】
　本実施形態に係る液晶パネル５０にあっては、カラー画像を形成する単位となる１画素
が、４色に対応した４つの副画素から成る。具体的には、図３の（Ａ），（Ｂ）に示すよ
うに、第１原色（例えば、赤色）を表示する第１副画素（「Ｒ」で示す）、第２原色（例
えば、緑色）を表示する第２副画素（「Ｇ」で示す）、青色を表示する第３副画素（「Ｂ
」で示す）、及び、第４の色（例えば、白色）を表示する第４副画素（「Ｒ」で示す）の
４つの副画素から１画素が構成されている。
【００４０】
　図３の（Ａ）に示す例にあっては、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４
副画素は、ダイアゴナル配列（モザイク配列）に類似した配列の色配列となっている。図
３の（Ｂ）に示す例にあっては、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画
素は、ストライプ配列に類似した配列の色配列となっている。
【００４１】
　第４副画素として、例えば白色を表示する副画素とすることで、輝度の向上を図ること
ができる。あるいは又、第４副画素として、例えば補色を表示する副画素とすることで、
色再現範囲を拡大することができる。
【００４２】
　尚、本例では、カラー画像を形成する単位となる１画素が、４色に対応した４つの副画
素から成る液晶パネル５０を例に挙げたが、これに限られるものではない。例えば、１画
素がＲＧＢ３原色を表示する副画素から成る液晶パネルに対しても、本開示の技術を適用
することが可能である。
【００４３】
　図１に説明を戻す。本実施形態に係る液晶表示装置１は、バックライト部６０、コモン
電圧生成部７０、検出部８０、及び、制御部９０を液晶パネル５０の外部に備える構成と
なっている。
【００４４】
　バックライト部６０は、液晶パネル５０をその背面側から照射する照射部である。バッ
クライト部６０については、その構成を特に限定するものではないが、例えば、ＬＥＤや
蛍光管などの光源、プリズムシート、拡散シート、導光板等の周知の部材を用いて構成す
ることができる。バックライト部６０の輝度は、制御部９０による制御の下に変化可能と
なっている。
【００４５】
　ここで、制御部９０による制御の下に、バックライト部６０の輝度を変化させる具体例
について説明する。
【００４６】
　例えば、輝度の向上を図るために、第４の色（例えば、白色）を含む４副画素構成を採
る液晶表示装置にあっては、第４の色を含まない３副画素構成の場合と同じ輝度でよいと
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した場合、輝度を向上できる分だけバックライト部６０の輝度を下げることができる。そ
して、バックライト部６０の輝度を下げることによって消費電力の低減を図ることができ
る。
【００４７】
　従って、一例として、白色を含む４副画素構成を採る液晶表示装置にあっては、消費電
力の低減を目的として、バックライト部６０の輝度を下げる方向に変化させる場合がある
。このバックライト部６０の輝度の制御に当たっては、画素電極に与えられる（書き込ま
れる）映像信号のレベルに応じて変化させる構成とすることができる。この映像信号のレ
ベルに応じてバックライト部６０の輝度を制御する技術については公知の技術である（例
えば、特開２０１０－３３００９号公報参照）。尚、ここでは、バックライト部６０の輝
度の制御系については図示を省略している。
【００４８】
　従って、バックライト部６０の輝度を検出する検出部８０は、映像信号のレベルからバ
ックライト部６０の輝度を検出することができる。本例に係る検出部８０にあっては、バ
ックライト部６０の輝度を映像信号のレベルから電気的に検出する構成となっている。但
し、検出部８０がバックライト部６０の輝度を直接検出するセンサーから成る構成を排除
するものではない。
【００４９】
　ここでは、検出部８０が映像信号のレベルからバックライト部６０の輝度を検出する例
を示したが、これは一例に過ぎない。これ以外にも、次のような構成を採る手法も考えら
れる。
【００５０】
　白色を含む４副画素構成を採る液晶表示装置にあっては、白色表示副画素を加えること
で、画面全体の明るさを向上できる。この特性を活かし、当該液晶表示装置を表示部に用
いる携帯電話機などの携帯端末機器にあっては、消費電力を低減する「低消費電力モード
」と、屋外での視認性向上のために輝度を例えば２倍に上げる「屋外モード」とをユーザ
が任意に選択できるようにすることができる。この場合、検出部８０は、ユーザによるモ
ード選択の操作情報から、バックライト部６０の輝度を検出することができる。
【００５１】
　コモン電圧生成部７０は、画素１０に共通に設けられた対向電極（共通電極）に印加す
るためのコモン電圧Ｖcomを生成し、液晶パネル５０に与える。コモン電圧生成部７０に
ついては、その構成を特に限定するものではなく、周知の回路構成のものを用いることが
できる。
【００５２】
　コモン電圧Ｖcomは、液晶の交流駆動の際の基準となる電圧であり、例えば直流電圧で
ある。前にも述べたように、交流駆動、例えばフレーム反転駆動を行うと、画素電極の電
圧が対向電極の電圧よりも大きいフレームと、画素電極の電圧が対向電極の電圧よりも小
さいフレームとで光の透過率が異なる。これにより、表示輝度がフレーム毎に変動するた
め、画面がちらつくフリッカが生じる。
【００５３】
　このフリッカが最小になるように、コモン電圧Ｖcomは、液晶パネル５０（液晶表示装
置１０）の製造工程において、最適な電圧値（最適値）に調整される。すなわち、液晶パ
ネル５０（液晶表示装置１０）の出荷時におけるコモン電圧Ｖcomの最適値は、フリッカ
が最小になるように調整された電圧値である。このコモン電圧Ｖcomの調整は、コモン電
圧生成部７０によって行われる。
【００５４】
　本実施形態に係る液晶表示装置１０にあっては、先述したように、バックライト部６０
の輝度をダイナミックに変化させる場合がある。そして、変化後のバックライト部６０の
輝度が、フリッカが最小になるようにコモン電圧Ｖcomを調整したときのバックライト部
６０の輝度と異なる場合、コモン電圧Ｖcomの電圧値が最適値からずれることになる。よ
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り具体的には、バックライト部６０の輝度が相対的に高いほど、コモン電圧Ｖcomの電圧
値が下がる。
【００５５】
［２－２．コモン電圧Ｖcomが最適値からずれるメカニズム］
　ここで、バックライト部６０の輝度によってコモン電圧Ｖcomの電圧値が最適値からず
れるメカニズムについて説明する。
【００５６】
　コモン電圧Ｖcomの電圧値は、基本的に、バックライト部６０の輝度変化に起因する画
素トランジスタ１１（図２参照）のリーク電流によって変化する。ここでは、画素トラン
ジスタ１１として、図４の（Ａ）に示すダブルゲートトランジスタを用いる場合について
考える。
【００５７】
　ダブルゲートの画素トランジスタ１１について、画素電荷の保持時は、図４の（Ｂ）に
示すようにモデルで考える。図４の（Ａ），（Ｂ）において、Ｖsigは画素に書き込む映
像信号の信号電電位、Ｖpixは画素電極の電位（以下、「画素電位」と記述する）、Ｖgは
ゲート電極の電位（以下、「ゲート電位」と記述する）である。また、図４の（Ｂ）にお
いて、Ｖchはチャネル領域の電位（以下、「チャネル電位」と記述する）である。
【００５８】
　画素トランジスタ１１による信号電位Ｖsigの書込み後において、ゲート電位Ｖgの消滅
直後は、チャネル電位Ｖchは、Ｖgl－Ｖthになっている。ここで、Ｖglは画素トランジス
タ１１をオフさせるときのゲート電位Ｖgの低レベル、Ｖthは画素トランジスタ１１の閾
値電圧である。
【００５９】
　このチャネル電位Ｖchのチャネル領域に対して保持容量１３（図２参照）から電荷がリ
ークしていくため、画素電位Ｖpixは、信号電位Ｖsigに依らず必ず下がる方向に変化する
。すなわち、画素電位Ｖpixと信号電位Ｖsigとを比べたとき、Ｖsig＞Ｖpixであってもチ
ャネル電位Ｖchが低いため、画素電位Ｖpixが一旦下がる方向へリークする。この様子を
図５に示す。
【００６０】
　チャネル電位Ｖchが上がってきて、画素電位Ｖpixと電位が逆転すると、画素電位Ｖpix

は上昇に転じるが、従来の一般的な画素構成や駆動タイミングでは、画素電位Ｖpixが上
昇に転じる前に、次の１フレーム期間に入るケースが多い。
【００６１】
［２－３．コモン電圧Ｖcomが最適値からずれるメカニズム］
　そこで、本実施形態に係る液晶表示装置１０にあっては、検出部８０によってバックラ
イト部６０の輝度を検出し、その検出結果に応じて制御部８０により、コモン電圧生成部
７０を制御する、具体的には、コモン電圧Ｖcomの電圧値が最適値に一致するように制御
する構成を採る。
【００６２】
　ここで、「コモン電圧Ｖcomの電圧値が最適値に一致する」とは、厳密に一致する場合
の他、実質的に一致する場合をも含む。設計上あるいは製造上生ずる種々のばらつきの存
在は許容される。また、ここでのコモン電圧Ｖcomについての「最適値」も、フリッカが
最小になる電圧値である。
【００６３】
　ここで、バックライト部６０の輝度が変化するときの最大値／最小値での画素トランジ
スタ１１のリーク電流値の差をΔＩphoto［Ａ］、１フレーム期間をＴf［sec］、画素容
量（保持容量１３）をＣpic［Ｆ］とする。また、コモン電圧ＶcomのＤＣ値とフリッカ率
の最大傾きをＳ［％／Ｖ］、フリッカが最小になるコモン電圧Ｖcomでのフリッカ率をＦ
［％］、フリッカ率の規格をＬ［％］とする。このとき、
　　ΔＩphoto×Ｔf／Ｃpic×Ｓ＋Ｆ＞Ｌ
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となる関係を満たすようにする。
【００６４】
　上述したように、バックライト部６０の輝度に応じてコモン電圧Ｖcomの電圧値が、フ
リッカが最小になる最適値になるように制御することで、変化するバックライト部６０の
輝度に合わせて、映像信号のレベルに対応した最適な電圧を画素電極－対向電極間に印加
することができる。これにより、フリッカ、焼きつき、その他表示むらのマージンを十分
に確保できるため、良好な画像表示を行うことができる。
【００６５】
（実施例）
　以下に、バックライト部６０の輝度に応じてコモン電圧Ｖcomの電圧値が、フリッカが
最小になる最適値になるように制御する具体的な実施例について説明する。
【００６６】
　先ず、液晶パネル５０の製造段階における検査時に、バックライト部６０の任意の輝度
でのコモン電圧Ｖcomの最適値を測定し、メモリ（あるいは、レジスタ）にあらかじめ登
録しておく。更に、バックライト部６０の上記の輝度と異なる輝度でのコモン電圧Ｖcom

の最適値も測定し、バックライト部６０の輝度対コモン電圧Ｖcomの最適値の傾き値を求
め、メモリ（あるいは、レジスタ）にあらかじめ登録しておく。ここで測定する「コモン
電圧Ｖcomの最適値」は、先述したように、フリッカが最小になるコモン電圧Ｖcomの電圧
値である。
【００６７】
　コモン電圧Ｖcomの電圧値の制御は、制御部９０（図１参照）による制御の下に実行さ
れる。制御部９０は、上述したように、液晶パネル５０の製造段階における検査時にあら
かじめ登録されている、コモン電圧Ｖcomの最適値や輝度対最適値の傾き値を基に、以下
に説明する処理手順にてコモン電圧Ｖcomの電圧値を制御する。
【００６８】
　尚、ここでは、バックライト部６０がＬＥＤから成る場合を例に挙げて説明するものと
する。ＬＥＤから成るバックライト部６０では、輝度調整方式として、例えば、パルス幅
変調（Pulse Width Modulation：ＰＷＭ）方式が採用されている。そして、その輝度調整
のためのＰＷＭデューティがレジスタに格納されている。
【００６９】
　図６は、制御部９０による制御の下に実行される、コモン電圧Ｖcomの電圧値の制御の
処理手順を示すフローチャートである。尚、本フローチャートの一連の処理は、所定の期
間（例えば、１フレーム期間）毎に繰り返して実行されるものとする。
【００７０】
　先ず、ＬＥＤバックライト部６０の輝度調整のためのＰＷＭデューティを格納している
レジスタを確認し、ＰＷＭデューティを取得する（ステップＳ１１）。次に、ステップＳ
１１で取得したＰＷＭデューティと、あらかじめメモリ（あるいは、レジスタ）に登録さ
れているコモン電圧Ｖcomの最適値及び輝度対最適値の傾き値から、コモン電圧生成部７
０（図１参照）で生成すべきコモン電圧ＶcomのＤＣ値を例えば演算によって求める（ス
テップＳ１２）。次に、コモン電圧生成部７０で生成するコモン電圧ＶcomのＤＣ値を、
ステップＳ１２で求めたＤＣ値に変更する（ステップＳ１３）。
【００７１】
　以上の一連の処理が、例えば１フレーム期間毎に繰り返して実行される。そして、当該
一連の処理によって、輝度が変更されたときのバックライト部６０の輝度に応じて、コモ
ン電圧Ｖcomの電圧値が、フリッカが最小になる最適値になるように、コモン電圧Ｖcomを
制御することができる。
【００７２】
　液晶パネル５０の製造段階における検査時に設定するバックライト部６０の２つの輝度
として、例えば、７０００［ｃｄ／ｍ2］、１３４７０［ｃｄ／ｍ2］を例示することがで
きる。そして、液晶パネル５０の仕様等によっても異なるが、一例として、コモン電圧Ｖ
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comの最適値が、７０００［ｃｄ／ｍ2］の輝度のとき－２６０［ｍＶ］程度、１３４７０
［ｃｄ／ｍ2］の輝度のとき－２８０［ｍＶ］程度となるといった実測結果が発明者によ
って確認されている。
【００７３】
［２－４．変形例］
　上記の実施形態では、コモン電圧Ｖcomの最適値と輝度対最適値の傾き値を登録してお
き、これらに基づいてバックライト部６０の輝度に応じたコモン電圧ＶcomのＤＣ値を算
出するとしたが、この手法に限られるものではない。例えば、より簡略化して、バックラ
イト部６０の輝度の２値でのコモン電圧Ｖcomの最適値を２つ登録して、バックライト部
６０の輝度に応じてどちらか一方を選択したり、あるいは、直線近似で内・外挿を行った
りする手法を採ることも可能である。
【００７４】
　また、上記の実施形態では、コモン電圧ＶcomのＤＣ値を制御することによって、画素
電極－対向電極間に印加される電圧をバックライト部６０の輝度に応じて制御するとした
が、映像信号の信号レベルを制御することによっても同様の作用、効果を得ることができ
る。すなわち、バックライト部６０の輝度に応じて、映像信号の信号レベルを制御するこ
とによっても、画素電極－対向電極間に印加される電圧を制御し、変化するバックライト
部の輝度に合わせて、映像信号のレベルに対応した最適な電圧を画素電極－対向電極間に
印加することができる。
【００７５】
　バックライト部６０の輝度に応じて、映像信号の信号レベルを制御する手法としては、
例えば、映像信号を液晶パネル５０に供給する外部のドライバにおいて、映像信号を扱う
回路部分の電源電圧を、バックライト部６０の輝度に応じて制御する手法を挙げることが
できる。当該手法以外にも、映像信号がデジタルデータである場合に、そのデジタルデー
タ側の階調を、バックライト部６０の輝度に応じてシフトする手法が考えられる。
【００７６】
＜４．電子機器＞
　以上説明した本開示の液晶表示装置は、電子機器に入力された映像信号、若しくは、電
子機器内で生成した映像信号を、画像若しくは映像として表示するあらゆる分野の電子機
器の表示部（表示装置）として用いることが可能である。
【００７７】
　先述した実施形態の説明から明らかなように、本開示の液晶表示装置は、変化するバッ
クライト部６０の輝度に合わせて、映像信号のレベルに対応した最適な電圧を画素電極－
対向電極間に印加することができるため、フリッカ、焼きつき、その他表示むらのマージ
ンを十分に確保することができる、という特徴を持っている。従って、あらゆる分野の電
子機器において、その表示部として本開示の液晶表示装置を用いることで、良好な画像表
示を実現できる。
【００７８】
　本開示の液晶表示装置を表示部に用いる電子機器としては、例えば、デジタルカメラ、
ビデオカメラ、ゲーム機器、ノート型パーソナルコンピュータなどを例示することができ
る。特に、本開示の液晶表示装置は、映像信号のレベルに応じてバックライト部の輝度を
制御する技術を適用した場合には、電子書籍機器や電子腕時計等の携帯情報機器や、携帯
電話機やＰＤＡ（Personal Digital Assistant）等の携帯通信機器などの電子機器におい
て、その表示部として用いて好適なものとなる。
【００７９】
＜４．本開示の構成＞
　尚、本開示は以下のような構成を採ることができる。
（１）バックライト部の輝度を検出する検出部と、
　画素共通に設けられる対向電極の電圧を、前記検出部の検出結果に応じて制御する制御
部とを備える液晶表示装置。
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（２）前記画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第
３原色を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から成る上記（１）
に記載の液晶表示装置。
（３）前記第４副画素は、白色を表示する白色表示副画素である上記（２）に記載の液晶
表示装置。
（４）前記バックライト部の輝度は、前記画素電極に与えられる映像信号のレベルに応じ
て変化する上記（３）に記載の液晶表示装置。
（５）前記検出部は、前記映像信号のレベルから前記バックライト部の輝度を検出する上
記（４）に記載の液晶表示装置。
（６）前記制御部は、前記検出部の検出結果に応じて、前記対向電極に印加されるコモン
電圧を制御する上記（１）から上記（５）のいずれかに記載の液晶表示装置。
（７）前記画素は、前記画素電極に前記映像信号を与える画素トランジスタを有し、
　前記バックライト部の輝度が変化するときの最大値／最小値での前記画素トランジスタ
のリーク電流値の差をΔＩphoto［Ａ］、１フレーム期間をＴf［sec］、画素容量をＣpic

［Ｆ］、前記コモン電圧のＤＣ値とフリッカ率の最大傾きをＳ［％／Ｖ］、フリッカが最
小になる前記コモン電圧でのフリッカ率をＦ［％］、フリッカ率の規格をＬ［％］とする
とき、
　　ΔＩphoto×Ｔf／Ｃpic×Ｓ＋Ｆ＞Ｌ
となる上記（６）に記載の液晶表示装置。
（８）前記制御部は、前記検出部の検出結果に応じて、前記映像信号の信号レベルを制御
する上記（１）から上記（５）のいずれかに記載の液晶表示装置。
（９）バックライト部の輝度を検出し、
　画素共通に設けられる対向電極の電圧を、バックライト部の輝度の検出結果に応じて制
御する液晶表示装置の駆動方法。
（１０）バックライト部の輝度を検出する検出部と、
　画素共通に設けられる対向電極の電圧を、前記検出部の検出結果に応じて制御する制御
部とを備える液晶表示装置を有する電子機器。
【符号の説明】
【００８０】
　１…液晶表示装置、１０・・・画素（副画素）、２０…画素アレイ部（画素部）、３０
・・・信号線駆動部、４０・・・走査線駆動部、５０・・・液晶パネル、６０・・・バッ
クライト部、７０・・・コモン電圧生成部、８０・・・検出部、９０・・・制御部
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